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ディスペンセーショナリズムとは何か 
―体系的な聖書理解を求めて― 

 

Ⅰ. ディスペンセーションとは何か 

A. 語源 

1. 英語 

a. ラテン語の「dispensatio」 ― ヴルガータ訳聖書にあるギリシア語の訳語 

 

b. 意味 ― 検量する、分配する（To weigh out or to dispense）。 

 

c. 英語の用語の基本的な意味 

（1） 配布すること、分配すること 

 

（2） 運営すること、整えること、管理すること：ものごとを運営するためのシステムと

いう意味もある。 

 

（3） ある条件に従って分配する行為 

 

2. 2 つのギリシア語の用語 

a. oικovoμια 

（1） 管理すること、調整すること、運営すること、計画すること 

 

（2） これは合成語である。oικoς＋voμoς 
・分割する、割り振る、運営する、人の住んでいる家の家事を管理する。 

 

（3） 中心的な意味 

・ディスペンセーションとは、ある家の家事を管理し運営することである。 

 

（4） この言葉には、時間の概念は含まれていない。 
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b. αιωv 

（1） 「世界」という意味ではなく、「時代」という意味である。 

 

（2） これが、ディスペンセーションに時間的要素を与えている。 

 

3. 結論 

a. 内容と意味：管理者の職務（Stewardship） 

 

b. 時間的要素：ディスペンセーションは時代という概念を持つ。 

 

B. ディスペンセーションという言葉の聖書の中での使用法 

1. 新約聖書で 20 回使用されている。 

a. 動詞‐oικovoμεω ― 1 回：ルカ 16：2 「管理する」 

 

b. 名詞‐oικovoμoς ― 10 回 「管理者」：ルカ 12：42、16：1、3、8、ロマ 16：23、1

コリ 4：1、2、ガラ 4：2、テト 1：7、1 ペテ 4：10 

 

c. 名詞‐oικovoμια ― 9 回 「管理、管理者の職務」：ルカ 16：2、3、4、1 コリ 9：17、

エペ 1：10、3：2、9、コロ 1：25、1 テモ 1：4 

 

2. これらの用語の意味 

a. たとえ話での使用：ルカ 12：42、16：1、3、8 ― 内容は、管理者による家の管理に関

係している。 

 

（1） 当事者は 2 人いる。 

（a） 一方は、任務を委託する権威を持っている。 

 

（b） 他方は、任務を遂行する責務を負っている。 

 

（2） 特定の任務がある。 

 

（3） 説明責任は、同意内容に含まれる。 ― 管理者には、その責務をどのように遂行し

たかを説明する責任がある。 
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（4） 管理者が不忠実であることが発覚した場合、どの時点であっても、現存の枠組み（同

意事項）が変更される可能性がある。 

 

b. それ以外の使用法：1 ペテ 4：10 以外は、すべてパウロ書簡に出てくる。 

（1） 人は、管理者としての説明責任を神に対して負っている。 

（a） 1 コリ 4：1～2 ― 使徒たちは神の奥義の管理者であり、忠実であることが

要求される。 

 

（b） テト 1：7 ― 監督は神の家の管理者である。 

 

（2） 管理者としての責務を与えられた者には、忠実さが求められる。 

（a） 1 コリ 4：2 ― 管理者は忠実でなければならない。 

 

（b） 例：ロマ 16：23  ― 市の収入役エラスト 

 

（3） 管理者の職務は、定めの時に終わりを迎えることがある：ガラ 4：4～7 ― 「…定

めの時が来たので、…あなたはもはや奴隷ではなく、子です」 

（a） 管理者の職務が終わったのは、異なった目的が導入されたからである。 

 

（b） 引用箇所は、ディスペンセーションが時間と関係していることを示す。 

 

（4） ディスペンセーションは、「神の奥義」と関係している。 ― つまり、神からの特

別な啓示である。 

（a） 1 コリ 4：1 ― 使徒たちは、神の奥義の管理者である。 

 

（b） エペ 3：2～3 

「汝等のために我に賜ひたる神の恩惠
め ぐ み

の經綸
けいりん

は汝ら聞きしならん、」（エペ

3：2、文語訳） 

「The Dispensation of the grace of God made known to me … the mystery」 

 

（c） コロ 1：25～26 

「私は、あなたがたのために神からゆだねられた務めに従って、教会に仕え

る者となりました。神のことばを余すところなく伝えるためです。これは、

多くの世代にわたって隠されていて、いま神の聖徒たちに現された奥義なの

です」 

「 Made a minister of the dispensation of God given to me … to 
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makeknown the mystery…」 

 

（5） ディスペンセーションと時代とは関連性のある概念であるが、同一でも置き換え可

能な言葉でもない。 

（a） 現在のディスペンセーションは、世々にわたって隠されてきた。 

i. エペ 3：9 「神のうちに、世々隱れたる奧義の經綸」（文語訳） 

ii. コロ 1：26 「多くの世代にわたって隠されていて、」 

 

（b） ディスペンセーションは、ある時間枠の中で機能する。 

 

（6） 少なくとも 3 つのディスペンセーションがパウロによって挙げられている。 

（a） エペ 1：10 ― 「時滿ちて經綸にしたがひ、」（文語訳）（千年王国のこと） 

 

（b） エペ 3：2 ― 「神の恩惠
め ぐ み

の經綸」（文語訳） 

 

（c） コロ 1：25～26 ― 現在のディスペンセーションの前（律法の時代） 

 

C. 定義 

1. 「ディスペンセーションとは、神の計画が進展していく段階における区別可能な経綸のこと

である」 

a. 経綸（Economy） ― この言葉は、異なるディスペンセーションの間に、同一か、類似

の特徴があることを示唆している。 

 

b. 区別可能な（Distinguishable） ― それぞれのディスペンセーションには、他と区別可

能ないくつかの特徴がある。 

 

c. 神の計画が進展していく過程（The outworking of God's Purpose） ― ディスペンセーシ

ョンを区別する視点は、人間のものではなく神のものであり、以下の 3 つのことが起こ

ると、ディスペンセーションが移行する。 

（1） それまで有効であった命令のあるものがそのまま継続する。 

 

（2） それまで有効であった命令のあるものが無効になる。 

 

（3） それまで存在しなかった新しい原則が導入される。 
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d. 神の計画進展の各段階（漸進的啓示）は、それにふさわしい管理職務（生活の原則）を

要求する。 

 

2. ディスペンセーショナリズムは、世界を神が管理する家庭と見なす。この家庭（世界）にお

いて、神は、ご自身の意志で、また時間の経過とともに進展する啓示の各段階に応じて、家

政の管理をされる。これらの啓示の各段階が、神の計画が進展する過程において現れるさま

ざまな経綸を区別するものとなる。これらの経綸をディスペンセーションと呼ぶ。各経綸の

中で与えられる神の啓示を理解するためには、それぞれの経綸の内容を理解することが必須

条件となる。 

 

3. 定義：「ディスペンセーショナリズムは、主にイスラエル論、教会論、終末論に関心を向ける。

それは、旧約聖書の預言や諸契約の歴史的・文法的解釈を強調する神学体系である。また、

イスラエルと教会を区別し、将来の地上の王国において、イスラエルの民の救いと回復が成

就することを強調する神学体系でもある」 

 

4. 「ディスペンセーショナリズムとは、聖書を字義通りに（通常の意味において）解釈し、主

要な聖書的契約（アブラハム契約、土地の契約、ダビデ契約、新しい契約など）を強調する

神学体系である。また聖書を、神がご自身の栄光を表すために、区別可能な経綸を順次啓示

された書と見なす神学体系でもある」 (Lightner)（Robert P. Lightner、ダラス神学校名誉教

授） 

 

5. まとめ 

a. 神は人類を、あるいはユダヤ人を、いくつかの異なった経綸（あるいは責務）の下で取

り扱われた。 

 

b. 管理者の職責には時間の要素が含まれるが、それは最も重要な要素ではない。 

 

c. 神学的定義では、時間の要素よりも責務の方が強調されている。 

 

6. 異なった視点から見たディスペンセーションの意味 

a. 神の視点から：経綸 

 

b. 人間の視点から：責務 
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c. 漸進的啓示から：啓示が進展していく過程での段階 

 

D. ディスペンセーションの特徴 

1. 主要な特徴 

a. 神と人間の統治関係の変化 

 

b. その結果起こる人間の責務の変化 

 

c. その変化を有効にならしめるための啓示が必要となる（漸進的啓示）。 

 

2. 二義的特徴：これらがなくても、新しいディスペンセーションが導入され得る。 

a. テスト（人間の責務） ― 人間は、今自分が住んでいるディスペンセーションにおいて

与えられている責務に、従順に生きるか。 

（1） テストは、救いに至る道ではない。救いは、恵みと信仰のみによって与えられる。 

 

（2） テストは、人間は自分を救うことにおいて全く無力であることを示す。 

 

b. 失敗 

（1） 2 つの分野 

（a） 統治原則としての経綸 

 

（b） 救い 

 

（2） 失敗しない人もいるが、ほとんどが失敗する。 

 

（3） 罪がある段階に達するとクライマックスを迎え、そのディスペンセーションが終わ

る。 

 

c. 裁き 

（1） そのディスペンセーションにおいて複数の裁きが下ることがある。 

 

（2） しかし、クライマックスを迎える罪のゆえに、ひとつのクライマックス的裁きが下

る。 
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3. ディスペンセーションとは管理者としての責務のことであり、各ディスペンセーションには

管理者が置かれる。 

a. ディスペンセーションの始まりには、通常ひとりの管理者が置かれる。 

 

b. 最初と最後のディスペンセーションを除いて、管理者たちが次のディスペンセーション

まで生き延びることはない。 

 

c. 責務はひとりの人だけでなく、管理者責任のある者全員に与えられる。 

 

E. ディスペンセーショナリストの特徴 

1. なんでないか 

a. ディスペンセーションの存在を認めていることではない。 

 

b. ディスペンセーションの数が問題なのでもない。 

 

c. 千年期前再臨説のことでもない。 

 

2. では、なんなのか 

a. 一貫した字義通りの聖書解釈（最も自然な解釈学）を行い、テキストの霊的解釈や比ゆ

的解釈を否定している。 

（1） 「一貫した」という点に強調がある。 

 

（2） ディスペンセーショナリズム以外の体系は、どこかの時点で、一貫性から逸脱する。 

 

b. イスラエルと教会を一貫して区別する。 

（1） これが、最も基本的なディスペンセーショナリズムの判別法である。 

 

（2） 契約神学の場合、それがいかなる形態であっても、どこかの段階で、この区別があ

いまいになる。 

 

（3） 字義通りの解釈の結果（Ryrie page 27）（Charles Caldwell Ryrie、ダラス神学校教授） 

 

（a） テキスト（聖書本文）を額面通りに受け取るようになる。 
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（b） 聖書にある区分を認識できるようになる。 

 

（c） 神の計画が進展していく過程で異なった経綸があることが認識できるよう

になる。これが、ディスペンセーショナリズムの土台となる。 

 

（4） ひとつのディスペンセーションが終わっても、いくつかの命令が次のディスペンセ

ーションまで継続することがある。 

（a） 十戒のうち九戒は、恵みのディスペンセーションでも与えられている。 

 

（b） 隣人愛 

 

（5） ある命令は完全に変更される。 

（a） 食物規定 ― 終了した。 

 

（b） 割礼 ― 律法が命じる割礼は終わった。 

 

（6） まとめ 

（a） 神から与えられた行動規範や命令がその役割を終えると、ひとつのディスペ

ンセーションが終了する。 

 

（b） しかし、いくつかの命令が、なんらかの形で次のディスペンセーションに引

き継がれる場合がある。 

 

c. 神の計画のゴールは、神の栄光である。 

（1）ディスペンセーショナリストにとっては、神の栄光が聖書全体を貫くテーマである。 

 

（2） 神は、そのゴールに到達するための多くの方法を持っておられる。人類の救いは、

そのひとつである。 

 

（3） 契約神学の神学者にとっては、人類の救いが神の唯一で究極的な目的であり、聖書

を貫くテーマである。 

 

3. 結論 ― ディスペンセーショナリズムの本質は、イスラエルと教会の区別にある。ディスペ

ンセーショナリストは一貫して聖書を字義通りに解釈するので、この結論が出て来る。イス

ラエルと教会の区別は、神が人類をいかに取り扱うかを正しく理解した結果生まれて来たも

のである。神は、ご自身の栄光のために、人類の救済も含めて数々の計画を成就される。 
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a. 鍵になる原則：漸進的啓示（Ryrie page 5） 

（1） 時代の進展とともにさまざまな方法で神の啓示が開示されていくこと。 

 

（2） この開示には区分可能な段階がある。神が人間に対して新しい責務を示された時、

啓示の次の段階に入ったことが分かる。 

 

（3） これらの段階は、神の計画が進展する過程における経綸であり、管理者の職務であ

り、ディスペンセーションである。 

 

（4） 新しいディスペンセーションに入ったというしるし 

（a） いくつかの命令は継続する。 

 

（b） いくつかの命令は廃止される。 

 

（c） いくつかの命令は、いままでなかった新しいものである。 

 

b. 継続するもの（Ryrie page 13） 

（1） あるディスペンセーションで与えられた約束の中には、そのディスペンセーション

では成就しないものがある。 

（a） 初臨 

 

（b） メシア的王国 

 

（2） あるディスペンセーションで始まったことが、それ以降の歴史を貫いて継続する場

合がある。 

（a） 人間の内にある神のかたち 

 

（b） 虹 

 

（3） あるディスペンセーションから始まったことが、次のディスペンセーションでより

詳細に説明されたり、組み込まれたりする場合がある。 ― 死刑 

 

F. ディスペンセーショナリズムの 6 つの基本的要素 (Michal J. Vlach)（米国加州にあるマスターズ

セミナリーの神学教授） 
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1. 漸進的啓示としての新約聖書は、旧約聖書の解釈の変更を迫るものではない。つまり、歴史

的・文法的解釈法によって決定された旧約聖書の著者たちの意図は、新しい啓示によって再

解釈されるものではないということである。 

a. 旧約聖書を理解するための出発点は、旧約聖書である。 

 

b. 旧約聖書の第一義的意味は、基本的には新約聖書に依存しているわけではない。 

 

c. 新約聖書は付加的情報を提供する場合があるが、旧約聖書の本来の意味を覆すことはな

い。 

 

2. 型は存在する。しかし、イスラエルは教会に置き代わるという意味での型ではない。 

a. 非ディスペンセーショナリスト ― 旧約聖書におけるイスラエルは、新約聖書の教会の

型である。 

 

b. ディスペンセーショナリズム ― 型は存在するが、イスラエルは型ではない。 

（1） イスラエルと教会の間には型としての関連性があるが、教会がイスラエルに置き代

わるわけではない。 

 

（2） 型としての関連性とは、イスラエルと教会の間に、歴史的、かつ神学的に親密な関

係があるという意味である。 

 

（3） 型としての関連性は、旧約聖書に記されたイスラエルへの約束の字義的意味を破壊

するものではない。 

 

3. イスラエルと教会は明らかに異なる。― 教会を新しいイスラエル、あるいは、真のイスラエ

ルと呼ぶべきではない。 

a. 置換神学の拒否 

 

b. 使徒の働き ― 教会が誕生して以降も、両者の違いは保持された。 

 

4. 救いにおいては、ユダヤ人と異邦人の間に霊的一致がある。と同時に、イスラエルには、ひ

とつの民として将来果たすべき役割がある。 

a. ユダヤ人と異邦人の間には霊的一致があるが、それが両者の役割の差異を無効にするわ

けではない。 
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b. パウロは、ユダヤ人と異邦人を異なるグループとして語り続けている。 

 

5. イスラエルの民は、やがて救われ回復される。彼らには、地上に成就するメシア的王国にお

いて、特別なアイデンティティと役割が与えられる。 

a. 非ディスペンセーショナリスト ― イスラエルの民族的救いを信じる者もいる。 

 

b. ディスペンセーショナリズム 

（1） 民族的救いと回復がある。 

 

（2） 御国において、特別な役割がある。 

 

（3） 教会とは異なるアイデンティティと役割がある。 

 

6. 「アブラハムの子孫」 “Seed of Abraham”には、複数の意味がある。 

a. 教会を「アブラハムの子孫」と位置付けても、神が信仰のあるユダヤ人（アブラハムの

子孫）に与えた約束が無効になるわけではない。 

 

b. また、イスラエルに与えられた特別な役割が取り去られるわけでもない。 

 

c. 「アブラハムの子孫の意味」 

（1） 肉体的子孫 

 

（2） メシア 

 

（3） イスラエルの残れる者 

 

（4） ユダヤ人の信者と異邦人の信者 

 

G. ディスペンセーショナリズムの基本的信念 

1. Ryrie ― 1965 

a. イスラエルと教会の区別 

 

b. 一貫した字義通りの解釈 
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c. 聖書が書かれた目的は神の栄光である。 

 

2. John Feinberg ― 1988（トリニティ神学校教授） 

a. ユダヤ人、アブラハムの子孫などの言葉には、複数の意味がある。 

 

b. 解釈学 ― 旧約聖書はそれだけで解釈されるべきである。新約聖書に照らして再解釈さ

れるべきではない。 

 

c. 旧約聖書の預言は、民族としてのイスラエルのために成就する。 

 

d. イスラエルには固有の未来が待っているとの信仰 

 

e. 教会はイスラエルとは別の存在であるとの信仰 

 

f. 歴史哲学 ― 救済論的、霊的論点だけでなく、社会的、経済的、政治的論点がある。 

 

3. すべてのディスペンセーショナリストの共通項 

a. 教会の独自性（ユニークな存在） ― 教会はイスラエルではない。 

 

b. イスラエルの民には将来がある。 

 

c. 解釈学 ― これは、ディスペンセーショナリズムを他の神学体系から区別する特徴であ

る。 

（1） 漸進的啓示を認めることは、旧約聖書に対する新約聖書の自立性を認めることであ

る。 

 

（2） 新約聖書が旧約聖書を引用する方法とその意味を理解している。 

 

（3） 型の使用法とその意味を理解している。 

 

d. まとめ ― 旧約聖書と新約聖書の関係をどう見るかが、ディスペンセーショナリストと

非ディスペンセーショナリストの違いである。 

（1） 非ディスペンセーショナリストは、新約聖書から始めて、それを旧約聖書を解釈す

るために用いる。 
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（2） ディスペンセーショナリストは、旧約聖書をそれ自体で解釈する。 

 

H. ディスペンセーショナリズムに関する神話と誤った教え 

1. 誤解① ― ディスペンセーショナリズムは、救いの道は複数あると教える。 

a. 救いは常に、人間の業とは無関係に、恵みにより、信仰を通して与えられる。 

 

b. 変化するのは、信仰の内容だけである。 

（1） 救われるためには、何を信じなければならないか。 

 

（2） 漸進的啓示によって決まる。その時点で、どこまで啓示されていたか。 

 

2. 誤解② ― ディスペンセーショナリズムは、本質的にアルメニウス主義と結びついている。 

a. ディスペンセーショナリズムは、救済論ではなく、イスラエル論、教会論、終末論に関

心を向けている。 

 

b. カルビン主義者もアルメニウス主義者も、ともにディスペンセーショナリストになり得

る。 ― 実際は、大半がカルビン主義者である。 

 

c. 非ディスペンセーショナリストでさえも、カルビン主義とディスペンセーショナリズム

の間に歴史的関連性があることを認めている。 

 

3. 誤解③ ― ディスペンセーショナリズムは、本質的に無律法主義者である。 

a. モーセの律法は終わった。 

 

b. メシアの律法が新しい生活規律として与えられている。 

 

4. 誤解④ ― ディスペンセーショナリズムは、「non-Lordship salvation」に帰結する。 

a. 「non-Lordship salvation」か「Lordship salvation」かという議論は、霊的生活に関する

論争である。 

 

b. 両方の陣営の中に、ディスペンセーショナリストが存在する。 
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5. 誤解⑤ ― ディスペンセーショナリズムは、7 つのディスペンセーションを主張する。 ― 実

際のところは、ディスペンセーショナリストは、3～7 のディスペンセーションの存在を信じ

る。 

 

 

Ⅱ. 種々のディスペンセーション 

A. 無垢の時代/自由の時代（The Dispensation of Innocence or Freedom） ― 創 1：28～3：8 

1. 中心人物 ― アダム 

 

2. 名称 

a. 無垢 ―確定していない被造物としての「聖」 

 

b. 自由 ― 罪の奴隷ではない。 

 

3. 責任 ― エデン契約 

 

4. テスト ― 善悪の知識の木についての命令に従順か。 

 

5. 失敗 ― 禁断の木から取って食べた。 

 

6. 裁き  

a. エデンの園からの追放 

 

b. 被造世界の呪い 

 

7. 恵み：贖い主の約束 

 

B. 良心の時代/自己決定の時代（The Dispensation of Conscience or Self Determination） ― 創 3：

9～8：14 
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1. 中心人物 ― アダム 

2. 名称 

a. 良心 ― これが統治原則である。 

 

b. 神が人類を統治する基本原則である。 

 

c. この名称は、ロマ 2：15 から出ている。 

15 彼らはこのようにして、律法の命じる行いが彼らの心に書かれていることを示して

います。彼らの良心もいっしょになってあかしし、また、彼らの思いは互いに責め

合ったり、また、弁明し合ったりしています。 

 

d. 自己統治 ― 政府の組織がなくても、個人が自分を統治できる時代。 

 

3. 責任 

a. アダム契約への従順 

 

b. 良心の声に従って生きる。もし失敗したなら、神に受け入れられる血の犠牲を捧げる。 ― 

創 3：21、4：4 

 

4. テスト ― 良心の促しに従うか。 

 

5. 失敗 

a. 殺人 ― 創 4：8 

8 しかし、カインは弟アベルに話しかけた。「野に行こうではないか。」そして、ふた

りが野にいたとき、カインは弟アベルに襲いかかり、彼を殺した。 

 

b. 暴力、堕落、心に抱く悪い思いの広がり ― 創 6：5 

5 【主】は、地上に人の悪が増大し、その心に計ることがみな、いつも悪いことだけ

に傾くのをご覧になった。 

 

6. 裁き ― 大洪水 

 

7. 恵み 



2016 年フルクテンバウムセミナー「ディスペンセーショナリズムとは何か」 

16  

a. 神の御心を知る知識 

 

b. エノクの救い 

 

c. ノア一家の救出 

 

C. 人間による統治の時代（The Dispensation of Civil Government） ― 創 8：15～11：32 

1. 中心人物 ― ノア 

 

2. 名称：人間の政府 ― 人の生死を決する司法上の権威が存在するようになる。 

 

3. 責任：ノア契約への従順 

 

4. テスト 

a. 政府は公正に統治するか。 

 

b. 人類は地上に広がるか。 

 

5. 失敗 ― バベルの塔の周りに留まり、統一政府を志向した。 

 

6. 裁き ― 言葉の混乱 

 

7. 恵み：レムナント（真の信仰者）の存在が守られた。 

 

D. 約束の時代/族長による統治の時代（The Dispensation of Promise or Patriarchal Rule） ― 創

12：1～出 18：27 

1. 中心人物 ― アブラハム 

 

2. 名称 
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a. 族長による統治 ― 政府の統治機能を強調した言葉 

 

b. 約束 ― 啓示とその内容を強調した言葉 

（1） ロマ 4：1～20 

 

（2） ガラ 3：15～19 

 

（3） ヘブ 6：13～15 

 

（4） ヘブ 11：9 

 

3. 責任 ― アブラハム契約に従順であるか。 

 

4. テスト ― カナン人から分離して住むか。 

 

5. 失敗：職業上の関係と雑婚 ― 創 38 章のユダの姿 

 

6. 裁き ― エジプトでの奴隷生活 

 

7. 恵み：イスラエルの守り 

 

E. 律法の時代（The Dispensation of the Mosaic Law） ― 出 19：1～使 1：26 

1. 中心人物 ― モーセ 

 

2. 名称：モーセの律法（613 の命令） 

3. 責任 

a. モーセ契約に従順であるか。 

 

b. 預言者たちに従順であるか。 

 



2016 年フルクテンバウムセミナー「ディスペンセーショナリズムとは何か」 

18  

4. テスト 

a. 律法の全体を行うこと ― ヤコ 2：10 

10 律法全体を守っても、一つの点でつまずくなら、その人はすべてを犯した者となっ

たのです。 

 

b. 預言者たちに従うこと 

 

c. メシアを受け入れること：モーセのような預言者 ― 申 18：15～19 

 

5. 失敗 

a. 律法を守るのに失敗した。 ― ロマ 10：1～3 

1 兄弟たち。私が心の望みとし、また彼らのために神に願い求めているのは、彼らの

救われることです。 

2 私は、彼らが神に対して熱心であることをあかしします。しかし、その熱心は知識

に基づくものではありません。 

3 というのは、彼らは神の義を知らず、自分自身の義を立てようとして、神の義に従

わなかったからです。 

 

b. 預言者たちに不従順であった。2 歴 36：14～16 

14 そのうえ、祭司長全員と民も、異邦の民の、忌みきらうべきすべてのならわしをま

ねて、不信に不信を重ね、主がエルサレムで聖別された【主】の宮を汚した。 

15 彼らの父祖の神、【主】は、彼らのもとに、使者たちを遣わし、早くからしきりに使

いを遣わされた。それは、ご自分の民と、ご自分の御住まいをあわれまれたからで

ある。 

16 ところが、彼らは神の使者たちを笑いものにし、そのみことばを侮り、その預言者

たちをばかにしたので、ついに、【主】の激しい憤りが、その民に対して積み重ねら

れ、もはや、いやされることがないまでになった。 

 

c. メシアを受け入れなかった。 

 

6. 裁き 

a. アッシリヤ捕囚 

 

b. バビロン捕囚 
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c. 世界離散 ― 紀元 70 年 

 

7. 恵み 

a. 罪人を回復するための祭儀が用意された。 

 

b. メシアの来臨 

 

F. 恵みの時代（The Dispensation of Grace） ― 使 2：1～黙 19：21） 

1. 中心人物 ― パウロ 

 

2. 名称 ― それ以前のディスペンセーションでも恵みは啓示されていたが、それがさらに豊か

に啓示された。 ― ヨハ 1：17 

17 というのは、律法はモーセによって与えられ、恵みとまことはイエス・キリストによっ

て実現したからである。 

 

a. モーセを通して ― 比類なき律法の啓示 

 

b. メシアを通して ― 比類なき恵みの啓示 

 

3. 責任 

a. 神がメシアを通してすべての人に提供される義の賜物を受け取ること ― ロマ 5：15～

18 

15 ただし、恵みには違反の場合とは違う点があります。もしひとりの違反によって多

くの人が死んだとすれば、それにもまして、神の恵みとひとりの人イエス・キリス

トの恵みによる賜物とは、多くの人々に満ちあふれるのです。 

16 また、賜物には、罪を犯したひとりによる場合と違った点があります。さばきの場

合は、一つの違反のために罪に定められたのですが、恵みの場合は、多くの違反が

義と認められるからです。 

17 もしひとりの違反により、ひとりによって死が支配するようになったとすれば、な

おさらのこと、恵みと義の賜物とを豊かに受けている人々は、ひとりのイエス・キ

リストにより、いのちにあって支配するのです。 

18 こういうわけで、ちょうどひとりの違反によってすべての人が罪に定められたのと

同様に、ひとりの義の行為によってすべての人が義と認められ、いのちを与えられ
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るのです。 

 

b. 新しい契約 

 

4. テスト ― この賜物を受け取るかどうか。 

 

5. 失敗 

a. ほとんどの人が拒否する。 

 

b. 目に見える教会が背教する。 

 

6. 裁き ― 大患難時代 

 

7. 恵み 

a. ユダヤ人の救い ― 恵みによって選ばれたレムナント 

 

b. 異邦人の救い ― 主の御名をもって呼ばれる異邦人が呼び出される。 

 

c. 携挙 

 

G. 御国の時代/千年王国（The Dispensation of the Kingdom or the Millennium） ― 黙 20：1～10 

1. 中心人物 ― キリスト 

 

2. 名称 

a. 御国 ― メシアの直接統治を強調している。 

 

b. 千年王国 ― 千年王国に及ぶメシアの統治 

 

3. 責任 ― 王と御国の時代の律法への従順 

 

4. テスト ― 王と個人的な救い主、主として受け入れる。 
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5. 失敗 ― 人類はサタンの反乱に参加する。 

 

6. 裁き 

a. 不信者の死（100 歳での死） ― イザ 65：20 

20 そこにはもう、数日しか生きない乳飲み子も、寿命の満ちない老人もない。百歳で

死ぬ者は若かったとされ、百歳にならないで死ぬ者は、のろわれた者とされる。 

 

b. 反乱軍が天からの火によって滅ぼされる。 

 

7. 恵み 

a. 契約に基づく約束がすべて成就する。 

 

b. すべての預言が成就する。 

 

c. 完ぺきな政府と環境の下で、物質的な繁栄が与えられる。 

 

d. 救われた者は不死の体を得る。 

 

 

Ⅲ. ディスペンセーショナリズムの歴史 

A. 教父時代（A.D. 100～451） 

1. 今日見られるようなディスペンセーショナリズムではない。 

 

2. ディスペンセーショナリズムの要素はある。 

a. 再臨前のエリヤの到来 

 

b. 再臨前の反キリストの到来 

 

c. ユダヤ人たちの民族的回心 

 

d. 千年期前再臨説に基づく地上の王国 
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B. 殉教者ユスティノス（A.D.110～165） ― 『ユダヤ人トリュフォンとの対話』  

1. ノア ― 神が彼に要求しなかったもの 

a. 割礼はない。 

 

b. 安息日はない。 

 

2. アブラハムからモーセ ― 割礼 

 

3. モーセ ― 安息日 

 

4. 異なった人生の律法が見られる。 

 

C. エイレナイオス(130～200) ― Against Heresies（異端論駁） 

1. 問い：どうして 4 つの福音書があるのか。 

 

2. 回答：4 つの基本的な契約 

a. 洪水以前の時代は、アダムのもとで。 

 

b. 洪水以降の時代は、ノアのもとで。 

 

c. 律法の付与は、モーセのもとで。 

 

d. 新しい契約による福音 

 

D. アレクサンドリアのクレメンス（150～220） ― 4 つのディスペンセーション 

1. アダム 

 

2. ノア 
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3. アブラハム 

 

4. モーセ 

 

E. アウグスチヌス 

1. 神によって作られたいけにえの制度は、過去のディスペンセーションにおいては適切なもの

であったが、今は適切ではない。 

 

2. 神は、それぞれの時代に、その時代にふさわしい要素を付加された。それがディスペンセー

ションである。 

 

3. その時代にふさわしいものでも、次の時代になると変更される可能性がある。 

 

F. フィオーレのヨアキム（1192～1202） ― 歴史上存在する 3 つの時代 

1. 律法の時代 

 

2. 恵みの時代 

 

3. 聖霊の時代 

 

G. 観察 

1. 上記はいずれもディスペンセーショナリストではない。 

 

2. しかし、彼らが採用した原則のいくつかは、後にディスペンセーショナリズムへと発展して

いくものである。 
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H. ジョン・ネルソン・ダービー以前のディスペンセーショナリズムの発展 

1. Pierre Poiret（ピエール・ポワレ） ― （1646～1719） ― L’Economie Divine（神の経綸） 

a. 彼の神学 

（1） 修正カルビン主義 

 

（2） 千年期前再臨説 

 

（3） ディスペンセーショナリズム的 

 

b. ディスペンセーション 

（1） 幼年期から大洪水まで 

 

（2） 小児期からモーセまで 

 

（3） 思春期から預言者たちまで（ソロモン時代あたり） 

 

（4） 青年期からキリストの到来まで 

 

（5） 老年「その後のある時点」 

 

（6） キリスト教のディスペンセーションの初期 

 

（7） キリスト教のディスペンセーションの後期 

 

（8） すべてのものの更新 ― 千年王国 

 

c. 観察 

（1） 「Period of Dispensation（ディスペンセーションの期間）」という用語が用いられ

ている。 

 

（2） 第 7 日 ― 文字通りの千年である。 

 

（3） キリストは聖徒たちとともに戻って来られる。 

 

（4） イスラエルは帰還し、回心する。 
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（5） 堕落したプロテスタント信仰が崩壊する。 

 

（6） 反キリストが出現する。 

 

（7） 2 つの復活が起こる。 

 

2. ジョン・エドワード（1637～1716） ― 「A Complete History ― Survey of allDispensations」

（全ディスペンセーションの概観） 

a. 彼は千年王国を信じたが、キリストは地上ではなく、天上から統治するとした。 

 

b. ディスペンセーション 

（1） 無垢と至福 ― あるいは、罪のない状態で造られたアダム 

 

（2） 罪と悲惨 ― 堕落したアダム 

 

（3） 和解 ― 回復されたアダム：アダムの贖いから世の終わりまで 

（a） 族長の経綸（Economy） 

ⅰ. アダム ― 大洪水前 

ⅱ. ノア 

ⅲ. アブラハム 

 

（b） モーセ 

 

（c） 異邦人（上記（a）や（b）と同時進行） 

 

（d） キリスト教の、あるいは、福音の経綸 

ⅰ. 幼年期 ― 原始的時代、あるいは、過去の時代 

ⅱ. 小児期 ― 現在の状態 

ⅲ. 成人期 ― 将来（千年王国） 

ⅳ. 老年期 ― サタンの解き放ちから大戦争まで 

 

3. Issac Watts（アイザック・ウォッツ）（1674～1748） 

a. 「 The Harmony Of All Religions Which God Ever Prescribed To Man AndAll His 

Dispensations Towards Them」（神が人類に示した宗教の諸段階と全ディスペンセーショ

ンの調和） ― 40 ページの小論 
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b. ディスペンセーション 

（1） 無垢のディスペンセーション ― あるいは、アダムの宗教の最初 

 

（2） 恵みの契約によるアダムのディスペンセーション ― あるいは、堕落後のアダムの

宗教 

 

（3） ノアのディスペンセーション ― あるいは、ノアの宗教 

 

（4） アブラハムのディスペンセーション ― あるいは、アブラハムの宗教 

 

（5） モーセのディスペンセーション ― あるいは、ユダヤ人の宗教 

 

（6） キリスト教のディスペンセーション 

 

c. 観察 

（1） 彼は千年王国を信じたが、それをひとつのディスペンセーションとは見なさなかっ

た。 

 

（2） スコフィールド・バイブルと同じ見解である。 

 

I. ジョン・ネルソン・ダービー（1800～1882）とプリマス･ブレザレン 

1. 体系化されたディスペンセーショナリズム ― これは、ディスペンセーショナリズムの体系

化と啓蒙活動に深く関係している。 

 

2. 彼は、ディスペンセーショナリズムに含まれる概念を創案したわけではない。 

 

3. たとえ彼が創案したとしても、それが聖書的であるなら、そのこと自体は問題ではない。 

 

4. ディスペンセーション 

a. 楽園の状態から大洪水まで 

 

b. ノア 
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c. アブラハム 

 

d. イスラエル 

（1） 律法のもとで 

 

（2） 祭司のもとで 

 

（3） 王たちのもとで 

 

e. 異邦人 

 

f. 聖霊 

 

g. 千年王国 

 

5. 観察 

a. スコフィールドのパターンの踏襲ではない。 

 

b. スコフィールドはアイザック・ウォッツを踏襲した。 

 

c. イザ 32 章を研究し、そこにイスラエルの将来を見出した。 

 

d. イスラエルと教会の明確な区別を見出した。 

 

e. 携挙はいつでも起こり得ることと、それに続いてダニエルの 70 週の預言が成就すること

を理解した。 

 

f. 千年王国 ― イスラエルに与えられた無条件の約束の成就 

 

g. それぞれのディスペンセーションに関して 

（1） 人間は、神の前において、なんらかの責任を負わされる。 

 

（2） それぞれのディスペンセーションは、失敗に終わる。 

 

6. 主要な学者たち 
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a. James Brookes（米国人の長老派牧師） 

 

b. J. R. Graves（米国人のバプテスト派牧師） 

 

c. A. J. Gordon（米国人、バプテスト派。ゴードン・コンウェル神学校の創立者） 

 

d. C. I. Scofield（米国人の神学者。スコフィールド・バイブルの著者） 

 

J. ディスペンセーショナリズムの発展 

1. 米国におけるバイブル・カンフェランス運動 

a. ナイアガラ・カンフェランス ― 1870～1900 年代初頭 

 

b. アメリカン・バイブル・預言・カンフェランス ― 1878～1914 

 

2. バイブル・インスティテュート運動 

a. Nyack Bible Institute ― 1882 

 

b. Barton Missionary Training School ― 1889 

 

c. Moody Bible Institute ― 1889 

 

3. スコフィールド・バイブル（1909） ― ディスペンセーショナリズムに大きく貢献 

 

4. Dallas Theological Seminary（1924） ― Lewis Sperry Chafer 

 

K. 古典的ディスペンセーショナリズムの時期 ― 1850～1940 年代 

1. 取り組んだ課題 ― 荒削りの段階 

a. 2 つの目的 

（1） 天的目的 ― 復活によって贖われたすべてのディスペンセーションの信者たちの

ため 
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（2） 地上的目的 ― 死ななかった信者たちのため 

 

b. 教会は、贖いの歴史の中における挿入句である。 

 

c. 神の国と天の御国の区別 

 

2. 主要な提唱者 

a. John Nelson Darby（プリマス･ブレザレンの牧師） 

 

b. Lewis Sperry Chafer（ダラス神学校教授） 

 

c. C. I. Scofield（米国人の神学者。スコフィールド・バイブルの著者） 

 

L. 修正ディスペンセーショナリズム ― 1950～1985 

1. 基本原則の変更なしに行われた古典的ディスペンセーショナリズムの修正 

a. 字義通りの解釈の保持 

 

b. イスラエルと教会の一貫した区別 

 

c. 御国と永遠の区別 

 

d. ダビデの統治は将来に成就する。 

 

2. 修正点 

a. 新しい契約はひとつである。 

 

b. 天の御国と神の国の区別はない。 

 

3. 主要な提唱者たち 

a. John Walvoord（ジョン・ワルブールド）（ダラス神学校教授） 

 

b. Charles Ryrie（ダラス神学校学長） 
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c. Dwight Pentecost（ダラス神学校教授） 

 

d. Alva J. McClain（インディアナのグレイス神学校校長） 

 

e. Charles Feinberg（タルボット神学校学長） 

 

4. 主要な論点 

a. 現代における背教 

 

b. 契約 

 

c. 携挙 

 

d. 患難期 

 

e. 再臨 

 

f. 御国 

 

g. 死者の復活 

 

h. 最後の裁き 

 

i. 永遠の状態 

 

M. 漸進的ディスペンセーショナリズム（Progressive Dispensationalism） ― 1980 年代以降 

1. 内容の説明 

a. 継続するディスペンセーション相互の間の漸進的関係 

 

b. アブラハム契約、ダビデ契約、新しい契約は、メシア的王国において成就すると同時に、

今日においても漸進的に成就しつつある。 

 

2. 古典的ディスペンセーショナリズムと漸進的ディスペンセーショナリズムの対比 
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a. 教会に関する見解 

（1） イスラエルと教会の間の継続性をより強調する。 

 

（2） イスラエルと教会はともに、以下のものである。 

（a） ともに神の民である。 

 

（b） ともに新しい契約の祝福に関係している。 

 

（c） 大半がイスラエルと教会を同一視していない。 ― しかし、例外もある。 

 

b. メシアがダビデの王座に着いて統治するという約束は、「すでに/いまだに」（An 

already/not yet）という側面を持っている。全面的な成就は、千年王国において起こる。 

 

3. 主要な提唱者たち 

a. Craig A. Blaising（サウスウエスタン・バプテスト神学校教授） 

 

b. Darrell L. Bock（ダラス神学校教授） 

 

c. Robert L Saucy（タルボット神学校教授） 

 

4. 主な特徴 ― Blaising and Bock ― 1993 

a. 教えの内容 

（1） 聖書の権威 

 

（2） ディスペンセーション 

 

（3） 教会の独自性 

 

（4） 普遍的教会の実際的な意義 

 

（5） 聖書預言の実際的な意義 

 

（6） 未来的な千年期前再臨説（Futuristic Pre ― Millennialism） 

 

（7） 差し迫ったメシアの再臨（Imminent return of the Messiah） 
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（8） イスラエルの民族的将来 

 

b. 問題点：以上のことがらは、ディスペンセーショナリズムのみの特徴ではない。 

 

5. この立場の人たちの基本的な神学概念（Ryrie） 

a. 神の国を、聖書の歴史を統括するテーマと考える。 

 

b. キリストはすでにダビデ契約を有効なものとされ、今は、天においてダビデの王座に着

いて統治しておられる。 

 

c. 2 つの目的と 2 つの民（イスラエルと教会）という概念には、根拠がない。 

 

d. 教会とは、贖われた人たちの中のある特定のグループではない。また、教会は旧約聖書

に預言されていなかったのではなく、実現していなかっただけである。 

 

e. すべての民に全的贖いを提供する神の計画はひとつである。この贖いは、人間生活の全

分野に及ぶ（個人的、社会的、文化的、政治的生活）。 

 

f. 緩やかな患難期前携挙説 ― 漸進的ディスペンセーショナリズムは、この立場でなくて

も成り立つ。 

 

6. 4 つのディスペンセーション 

a. パラダイスからアブラハムまで 

 

b. 族長たちからシナイまで 

 

c. モーセからメシアの昇天まで 

 

d. シオン（Zionic） 

（1） 千年王国 

 

（2） 永遠の秩序 

 

7. 観察 
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a. 彼らの主張 ― これは、修正ディスペンセーショナリズムの継続形である。 

 

b. 事実 

（1） 彼らは、歴史的にディスペンセーショナリズムを作り上げてきた基本原則を否定し

ている。 

 

（2） これは、修正ではなく、変更である。 

 

（3） これは、真のディスペンセーショナリズムよりも、契約神学の千年期前再臨説に近

いものである。 

 

 

Ⅳ. 契約神学 

A. 定義 

1. 聖書全体を理解するために、2 つ、時には、3 つの神学的契約を統合原則として構築された神

学体系 

 

2. 17 世紀に完成した（組織化された）。 

 

3. 寓意的解釈（比ゆ的解釈） 

a. 源流 

（1） 字義通りの意味や歴史的意味は単なるベールであって、その向こうにより高度な意

味が存在する。 

 

（2） 精神的、あるいは、道徳的意味 ― 前者を活性化し、建徳的な効果をもたらす。 

 

（3） 霊的、あるいは、神秘的・理想的意味 ― 高い哲学的知識を持つ者のため 

 

b. アウグスチヌス 

（1） オリゲネスの比喩的解釈を聖書預言に適用した。（オリゲネスは、紀元 3 世紀前半

に活躍したギリシャの神学者。ギリシャ思想による聖書解釈を試みた） 
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（2） 無千年王国説を発案した。 

 

B. 行いの契約（The Covenant of Works） 

1. 行いの契約 ― Hodge（Charles Hodge。長老派の神学者。19 世紀後半にプリンストン神学

校の校長を務めた） 

a. 神はアダムと契約を結んだ。 

（1） 命の契約（A Covenant of Life） ― 従順への報酬として命が約束された。 

 

（2） 行いの契約（A Covenant of Works） ― 行いが上記の約束の土台となっており、そ

れがこの契約を、信仰を土台とする他の契約から区別している。 

 

b. その契約に付加された約束が、命である。 

（1） アダムに約束された報酬は、命であった。 

（a） 不従順は死をもたらす。 

 

（b） モーセの律法にある「〇〇せよ。そして生きよ」、「〇〇を行う人は、それに

よって生きる」などの言葉が、このことを証明している。 

 

（2） 約束された命とは、健康で、聖く、永遠に続く魂と肉体である。 

（a） 他の箇所にも同じことが書かれている。 ― ロマ 2：7 

 

（b） これによって得られるのは永遠の命 ― 罪によって失った命である。 

 

c. この契約の条件 ― 完璧な従順 

 

d. 罰 ― 霊的死 

 

e. 当事者 ― 神とアダム（人類の代表として） 

 

f. 継続性：もはや有効ではない。 ― この契約は破られた。 

 

2. 行いの契約 ― Berkhof（Louis Berkhof。オランダ生まれのアメリカ人神学者。20 世紀前半

に活躍した改革派の神学者。著書に『組織神学』がある） 

a. 完全な従順には命を、不従順には罰として死を約束する、神とアダムの間の合意。 
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b. 行いの契約の聖書的根拠 

（1） 「このような約束が聖書に明白に記されているわけではないというのは、その通り

である」（213 ページ） 

（2） 「アダムに対して永遠の命の約束が与えられたという明白な記述が聖書にはない

というのは、その通りである。しかし、その約束は暗示されている」（216 ページ） 

 

（3） 契約の要素は、物語の始めの部分に存在している。 

 

（4） 永遠の命の約束 

（a） ロマ 7：10 

（b） ロマ 10：5 

（c） ガラ 3：13 

 

（5） 恵みの契約は、キリスト（私たちの保証人）によって与えられた最初の合意事項の

実行に過ぎない。「キリストは、アダムが失敗した点を（契約に則って）行うため

に来られた。もしそうなら、キリストにとっては、恵みの契約とは最初の合意事項

の実行に過ぎない。つまり、恵みの契約もまた契約としての性質を有しているとい

うことである」（214 ページ） 

 

（6） アダムとキリストの相関関係 ― ロマ 5：12～21 

 

c. 行いの契約の要素 

（1） 当事者 ― 神とアダム（人類の代表） 

（a） 本来の関係 ― 創造主と被造物 

 

（b） 契約上の関係 

ⅰ. アダム ― 人類の代表 

ⅱ. 神の御心に従順かどうかを試すために一時的な観察状態に置かれた。 

ⅲ. もし従えば永遠の命に与るという約束が与えられた。 

 

（2） この契約の約束 ― 永遠の命 

 

（3） この契約の条件 ― 完全な従順 

 

（4） この契約の罰 ― 霊的死 
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d. 現在の状態 ― 破棄された。 

 

3. 行いの契約 ― Allis（Oswald Allis。20 世紀のアメリカ人長老派の神学者）（聖書的根拠） 

a. 詩 1 ― 詩的説明 

 

b. 申 6：5、10～12 

 

c. 申 30：15～20 

 

d. ロマ 2：7～9 

 

C. 贖いの契約（The Covenant of Redemption） 

（契約神学の神学者全員が、必ずしも同じ立場ではない） 

 

1. 定義 

a. 永遠の昔に結ばれた契約で、恵みの契約の土台となっている。 

 

b. 父と子の間に成立した同意である。 

（1） 父は、選ばれた者たちのために御子を頭として、また贖い主として与える。 

 

（2） 御子は、父が与えてくださった者たちのための身代わりとなることを受け入れる。 

 

2. 贖いの契約 ― Hodge 

a. 人類の救いに関して、父と子の間で結ばれた契約 

 

b. 明確な聖句が示されていない。 ― 「父と子の間で結ばれた契約（永遠の昔に結ばれ、

時間の中で啓示された契約）が存在することを証明しようとして、この契約が明白に表

現されている聖句を示す必要はない。この契約に対する直接的言及はなくても、それと

同等の重みをもった聖書箇所は実際に存在する。聖書の中には、人類救済に関する神の

計画の本質は契約であり、それは永遠の昔に結ばれたものであるという表現が、繰り返

し出てくる」（360 ページ） 

 

c. 土台 ― 2 つの要素 



Ⅳ. 契約神学 

 37 

（1） 与えられた責務 

 

（2） 責務の完成に対する報償の約束 

 

d. 与えられた責務 

（1） 人間の性質を身にまとう ― 受肉 

 

（2） 律法の下での完全な従順 

 

（3） 子は、身代わりのいけにえとして、私たちの罪を負う。 

 

e. 贖い主に与えられた約束 

（1） キリストのために肉体が用意される。 

 

（2） 聖霊が無限に与えられる。 

 

（3） 父なる神は常に彼とともにいる。 

 

（4） 死の力から彼を解放する。 

 

（5） 教会の頭となり、与えたいと思う者に聖霊を与えることができるようになる。 

 

（6） 父が子に与えた者は、子のもとに来る。ひとりも失われることはない。 

 

（7） 多くの者たちが、彼の贖いに与るようになる。 

 

3. 贖いの契約 ― Berkhof 

a. 定義 ― 父が御子を、選ばれた者たちの頭、また贖い主として与え、御子が自発的に、

父が与えてくださった者たちの身代わりとなるという、父と子の間の同意 

 

b. 贖いの契約の聖書的根拠 

（1） 聖書は、贖いの計画が神の永遠の布告/意図の中に含まれていることを示している。 

（a） エペ 1：4 以降 

 

（b） エペ 3：11 
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（c） 2 テサ 2：13 

 

（d） 2 テモ 1：9 

 

（e） ヤコ 2：5 

 

（f） １ペテ 1：2 

 

（2） 救いのための神の計画は、契約の性質を持っている。  

（a） ヨハ 5：30、43 

 

（b） ヨハ６：38～40 

 

（c） ヨハ 17：4～12 

 

（d） ロマ 5：12～21 

 

（e） 1 コリ 15：22 

 

（3） 契約の当事者、約束、そして条件が存在しているなら、契約が存在する。 

（a） 詩 2：7～9 

 

（b） 詩 40：7～9 

 

（4） 旧約聖書のある箇所は、メシアと契約の締結を結び付けている。 

（a） 詩 89：3 

 

（b） イザ 42：6 

 

c. 贖いの契約における御子 

（1） 契約の中での地位が示された。 

（a） 保障としての地位：律法の要求をすべて満たすために、他者のために法的責

任を負う。 ― ヘブ 7：22 

 

（b） 頭としての地位 ― 父が御子に与えてくださったすべての者たちの代表と

なる。 
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（2） キリストから見たこの契約の特徴 

（a） キリストにとっては、これは行いの契約である。 

 

（b） 律法の要求を満たすことによって、永遠の命を手に入れることができる。 

 

（3）この契約におけるキリストの業の効力は、神の選びという事実によって制約される。 

 

d. 贖いの契約における必須要件（与えられた使命とな何か） 

（1） 人としての性質をまとう。 

 

（2） 律法の要求を満たし、罪の代価を支払う。 

 

（3） 選ばれた者たちに救いの恵みを与える。 

 

e. 贖いの契約の約束（贖い主に与えられた約束） 

（1） 御子に肉体が与えられる。 

 

（2） メシアの働きを行うために、油注ぎが行われる。 

 

（3） サタンを打ち破るために死から解放される。 

 

（4） 働きを終えると、聖霊を遣わすことができるようになる。 

 

（5） 選ばれた者たちをご自身のもとに引き寄せる。 

 

（6） 多くの子孫が与えられる。 

 

（7） 天と地における一切の権威が与えられる。 

 

（8） 神の右に座すようになる。 

 

4. Buswell（James Oliver Buswell, Jr.。長老派の米国人神学者） ― 贖いの契約が存在すること

を証明する聖書的根拠はない。 

 

D. 恵みの契約（The Covenant of Grace） 
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1. 恵みの契約 ― Hodge 

a. 救いの計画は契約である。 

（1） ヘブル語（ブリット）とギリシア語（ディアセイケイ）の使用法 

 

（2） 計画の中に契約の要素が含まれる。 

 

b. 当事者 ― 贖いの契約に基づく 

（1） キリストを信じるという条件のもとに、すべての人に救いが提供されている。 

 

（2） しかし、この契約は選ばれた者だけに特別な意味がある。 

 

（3） キリストは契約の仲介者である。 

 

c. 条件 ― キリストへの信頼 

 

d. 約束 ― わたしはあなたの神となり、あなたはわたしの民となる。 

 

e. 必要条件 

（1） 契約とそれにともなう約束を信仰によって受け入れるなら、契約の人生に入る。 

 

（2） 新しいいのちの原則に従って、彼らは、従順な人生へと自らを聖め別つ。 

 

f. すべてのディスペンセーションにおいて見られる恵みの契約の実体 

（1） 「つまり、救いの計画は、すべてのディスペンセーション（族長たちの、モーセの、

そしてキリスト教のディスペンセーション）において、同一のものだということで

ある」（Volume II、366 ページ） 

 

（2） 「これらの異なった見解に対して、教会が共有し続けてきた教理は、救いの計画は

最初から同じだというものである。背教の悪からの解放という約束は同じ、贖い主

も同じ、贖いの祝福を受けるための条件も同じである。さらに、神が提供する恵み

を受け入れる者に与えられる完璧な救いも、同じものである」（Volume II、367 ペ

ージ） 

 

（3） 「それゆえ、聖書全体から見て、つまり、新約聖書と、新約聖書の誤りなき権威に

よって解釈された旧約聖書を合わせて考えると、救いの計画は常にひとつしかない
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と言える。その計画には、同じ約束、同じ救い主、同じ条件、そして、同じ救いが

内包されている」（Volume II、368 ページ） 

 

（4） 以上のことから、教会は常に存在していたと言える。「恵みの契約、あるいは、救

いの計画は、最初からすべて要素において同じものである。そこから言えるのは、

アナバプテストの見解とは異なるが、キリスト以前の神の民は教会を形成していた

ということである。その教会は、すべてのディスペンセーションにおいてひとつで

あり、同一のものである。教会は常に同じ約束、同じ贖い主、そして、メンバーに

なるための同じ条件を有していた。その条件とは、神の御子を世の救い主と信じる

信仰である」（Volume II、373 ページ） 

 

g. 基本事項 

（1） 初臨の前から永遠の命の約束は与えられていた。 

 

（2） キリストは、両方のディスペンセーションにおいて贖い主である。 

 

（3） 最初から信仰が救いの条件である。 

 

h. 恵みの契約の 4 つのディスペンセーション 

（1） アダム ― アブラハム 

 

（2） アブラハム ― モーセ 

 

（3） モーセ ― キリスト 

 

（4） 福音のディスペンセーション 

 

i. しかし、旧約聖書だけでこのような知識を得ることができるのか。―「古代の神の民が

どの程度の知識を得ていたかに関しては、今の私たちの感覚を基準に判断してはならな

い。私たちの場合は、旧約聖書から恵みの契約に関する情報を発見する能力は限定され

ている。当時の人たちが、預言者を通し、あるいは神の啓明によって、どの程度の付加

的情報を得ていたかは、私たちには知る由もない。しかしながら、新約聖書の記述から

も明らかなように、メシア初臨の頃にユダヤ人たちが持っていた救いの計画に関する知

識は、単に旧約聖書を熟読しただけでは得られないようなものであった」（Volume II、367

～368 ページ） 
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2. 恵みの契約 ― Berkhof 

a. 定義 ― 人間の反抗を受けた神と、神に反抗した人間（選ばれた罪人でもある）の間の

恵みに満ちた合意である。合意の内容は、神はキリストに対する信仰を前提に救いを約

束し、罪人はそれを、信頼をもって受け入れ、信仰と従順の生活を神に約束するという

ものである。 

 

b. 恵みの契約の内容 

（1） 神の約束：「わたしがあなたの神、あなたの後の子孫の神となるためである」 ― 創

17：7 

（a） 一時的な祝福 

 

（b） 義認 

 

（c） 神の霊 

 

（d） 最終的に与えられる栄化 

 

（2） 人間の側の応答 

（a） 愛 

 

（b） 神の民となる 

 

（c） 救いに至る信仰 

 

（3） その他の聖句 

（a） エレ 31：33 

 

（b） エレ 32：38～46 

 

（c） エゼ 34：23～25、30、31 

 

（d） エゼ 36：25～28 

 

（e） エゼ 37：26～27 
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（f） 2 コリ 6：16～18 

 

（g） ヘブ 6：16～18 

 

（h） ヘブ 8：10 

 

c. この契約の特徴 

（1） 恵み深い 

 

（2） 三位一体の神が関わっている。 

 

（3） 永遠 

 

（4） 限定的 ― 普遍的ではない 

 

（5） すべてのディスペンセーションにおいて同じ。運用法だけが変化した。 

（a） この契約の要約内容は常に同じである。 ― 「わたしがあなたの神である」 

 

（b） 「聖書は、人がそれによって救われる福音は、ただ一つであると教えている。

そして、福音とは恵みの契約の啓示以外の何ものでもない。それゆえ、契約

もただ一つであると言える」（Volume II、279 ページ） 

 

（c） 「イエス・キリストは、きのうもきょうも、いつまでも、同じです」（ヘブ

13：8）。この方の内に救いがある（ヨハ 14：6）。なぜなら、天の下におい

て、人が救われるべき名としては、この御名以外には与えられていないから

である（使 4：12）。 

 

d. この契約の歴史 

（1） 創 3：15 ― 最初の啓示（293 ページ） 

 

（2） ノア契約は恵みの契約の一部である（294 ページ）。 

 

（3） アブラハム契約 ― これは、旧約聖書における最も詳細な恵みの契約の啓示である

（295 ページ)。 

 

（4） モーセ契約は、基本的にはアブラハム契約と同じである（296 ページ)。 
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（5） 新約聖書のディスペンセーション ― 新約聖書の中に啓示された恵みの契約（恵み

のディスペンセーションではない）は、基本的には、旧約時代の信者と神の関係を

規定したものと同じである。 ― 救い（297 ページ） 

 

3. 恵みの契約 ― その他の神学者たち 

a. Allis ― 創 3：15 に「謎めいた形」で啓示されている。 

 

b. Payne（J. Barton Payne。米国人の旧約学者。カベナント神学校教授） ― 創 3：15 に「原

初的な形」で啓示されている。 

 

c. A. A. Hodge（Archibald Alexander Hodge。19 世紀後半、プリンストン神学校の学長。長

老派の神学者） 

（1） 恵みの契約は、救いをもたらす永遠の計画の存在の中に実質的に暗示されている。

その救いの計画は、神の三つの位格によって支えられ、実行される。 

 

（2） イザ 53：10～11 

 

（3） ルカ 22：29 

 

（4） ヨハ 17 

 

（5） ヨハ 20：29 

 

E. 契約神学の問題点 

1. この神学体系は、契約に関する一般的な概念と具体的な諸契約とを、行いの契約、贖いの契

約、恵みの契約の 3 つに集約するものである。 

 

2. しかし聖書には、行いの契約、贖いの契約、恵みの契約に関する具体的な記述が出てこない。

ディスペンセーショナリズムが主張する 8 つの契約は、聖書に記述されたものである。 

 

3. 行いの契約、贖いの契約、恵みの契約の存在を証明するために、具体的な聖句を上げること

ができる人がひとりもいない。 
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F. 契約神学が神学上の諸分野にもたらす結果 

1. 解釈学 ― 解釈学の原則を新約聖書にしか適用しない。 

a. 新約聖書によって旧約聖書を解釈するという原則が、新約聖書を旧約聖書に読み込むと

いう結果をもたらしている。 

 

b. 旧約聖書を理解するために新約聖書を用いるのは正しいことである。しかし、新約聖書

を旧約聖書に押し付けるのは間違っている。 

 

c. 不自然な釈義をもたらす ― 聖書の比喩的解釈が行われ、その意味が比ゆ的解釈者によ

って決められる。 

 

2. 教会論 

a. 始まったタイミング ― アダムから、あるいは、アブラハムからとされる。 

 

b. イスラエルとの区別があいまいになる。 

 

3. 救済論 ― 信仰の内容は常に同じだとされる。 

a. 旧約時代の聖徒たちが知り得なかったはずのことでも、彼らは知っていたと見なす。 

 

b. 複雑な真理を極度に単純化し、旧約時代の聖徒たちは十字架を待ち望み、新約時代の聖

徒たちは十字架を振り返ると説明する。 

 

c. Berkhof ― これが意味するのは、すべてのディスペンセーション（族長たちの、モーセ

の、そしてクリスチャンのディスペンセーション）において、救いの計画は同じだとい

うことである（366 ページ)。 

 

4. 終末論 

a. 千年王国に関する諸見解 

（1） 千年期前再臨説 

 

（2） 千年期後再臨説 

 

（3） 無千年王国説 ― 多数派である。 
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b. 千年期前再臨説は以下のように細分化される。 

（1） 患難期前携挙説 

 

（2） 患難期中間携挙説 

 

（3） 患難期後携挙説 

 

 

Ⅴ. 解釈学 

A. ディスペンセーショナリズムの立場 

1. 字義通りの解釈 ― すべての単語を、それが本来有する意味において解釈する。 

a. 文法的・歴史的解釈 

 

b. 通常の解釈 ― 字義通りの解釈は、言語を扱う通常の方法である。 

 

c. 平易な解釈 ― 文字通りの解釈は、比喩的言葉を除外しない。 

 

2. 理由 

a. 言語の通常の使用法 ― 情報をやりとりするため、相手に理解してもらうため。 

 

b. 過去のもろもろの預言は、字義通りに成就した。 ― 初臨の預言 

 

c. 客観的基準を確立するための唯一の道である。 

 

3. 他の神学体系との違い ― 字義通りの解釈を一貫して用いる。 

 

4. 契約神学の神学者たちは、次のことを認めている。字義通りの解釈の度合いを強めれば強め

るほど、その人はディスペンセーショナリズムに近づいて行く。 

 

5. 字義通りの解釈は、以下のことを受け入れる。 

a. 寓喩（寓話） 
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b. 型（タイプ） 

 

c. 象徴（シンボル） 

 

d. たとえ話 

 

e. 比喩的、あるいは、隠喩的言葉 

 

B. ディスペンセーショナリズム以外の立場 ― 字義通りの解釈に一貫性がない 

1. 契約神学の千年期前再臨説 ― 比喩的解釈を部分的に行う。 

 

2. 契約神学の無千年王国説 ― 救済論は字義通りの解釈であるが、預言の分野全体に関しては

比喩的解釈を行う。 

 

3. 自由主義神学 ― 無千年王国説が預言の分野で行う解釈法を採用し、それを聖書全体に適用

する。 

 

4. 漸進的ディスペンセーショナリズム 

a. 解釈学において、古典的ディスペンセーショナリズムと断絶が起こった。 ― 字義通り

の解釈の再定義 

（1） 字義通りの解釈を変更したり、再定義したりするなら、それはディスペンセーショ

ナリズムの伝統を引き継いでいる神学体系と言えるだろうか。 

 

（2） 字義通りの解釈の傘は、彼らが主張する膨張した「歴史的・文法的解釈」をカバー

できるほど、大きなものなのか。 

 

（3） 以前ほど聖書を明快に理解できなくなっているのに、この体系を「漸進的」と呼ぶ

ことができるのか。 

 

（4） もし字義通りの解釈が、聖書全体を、特に預言や黙示的部分を解釈する方法として

ふさわしくないとするなら、ディスペンセーショナリズムに特徴的な他の教理に関

して、どういうことが起こり得るのか。 
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b. 補完的解釈学 ― 新約聖書では変更や進展が見られるが、新約聖書が旧約聖書の約束を

無効にすることはない。 

 

C. ディスペンセーショナリズムへの批判 

1. 聖書の統一性（調和） 

a. 反論：ディスペンセーショナリズムは神の栄光を重視する。 ― 神は異なった管理者責

任を人類に与える過程において、ご自身の性質を明らかにされる。つまり、各ディスペ

ンセーションは神の栄光を啓示するということである。 

（1） 明白な聖書の主張 ― エペ 1：6、12、14 

6 それは、神がその愛する方にあって私たちに与えてくださった恵みの栄光が、

ほめたたえられるためです。 

12 それは、前からキリストに望みを置いていた私たちが、神の栄光をほめたたえ

るためです。 

14 聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの保証です。これは神の民の贖いのためで

あり、神の栄光がほめたたえられるためです。 

 

（2） 救いは、ひとつの要素に過ぎない。 

 

（3） 例：神が天使のために持っている計画は、救済論的なものではない。 

 

（4） 例：千年王国の目的は救いにも関係するだろうが、主要な目的はイスラエルのため

のものである。 

 

b. 契約神学 ― 救済論的聖書観を持ち、十字架と教会を強調する。 

（1） 彼らもまた、聖書の主要な目的は神の栄光であるとする。 

 

（2） しかし、人類の救いを神の栄光が現れる唯一の方法だとする。それゆえ、贖いの計

画が聖書全体を統合する原則となる。 

 

2. 山上の垂訓 

a. ディスペンセーショナリズム ― 山上の垂訓は今日の教会とは無関係で、御国の時代に

のみ適用されるという主張が、批判の対象となる。 

（1） 山上の垂訓は御国の時代とだけ関係があるという考え方は、一部のディスペンセー

ショナリストが主張するものである。 ― この考え方は、ディスペンセーショナリ



Ⅴ. 解釈学 

 49 

ズムに内包されているものではない。 

 

（2） 別のディスペンセーショナリストの見解 ― 山上の垂訓は、律法が要求する義の基

準とは何かを示すものである。 

 

（3） 以上のような見解の相違はあるが ― すべてのディスペンセーショナリストは、他

のすべての聖書箇所と同じように、山上の垂訓にも今日の信者への適用があること

に同意している。 

 

b. 契約神学 ― 彼らは、山上の垂訓はすべて今日も有効であると宣言した後で、常に、何

らかの修正（調整）を行う。 

 

D. 新約聖書による旧約聖書からの引用 

1. 文字通りの預言 ＋ 文字通りの成就 ― マタ 2：5～6 

5 彼らは王に言った。「ユダヤのベツレヘムです。預言者によってこう書かれているからで

す。 

6 『ユダの地、ベツレヘム。あなたはユダを治める者たちの中で、決して一番小さくはな

い。わたしの民イスラエルを治める支配者が、あなたから出るのだから。』」 

 

2. 文字通り ＋ 型（タイプ） ― マタ 2：15 

15 ヘロデが死ぬまでそこにいた。これは、主が預言者を通して、「わたしはエジプトから、

わたしの子を呼び出した」と言われた事が成就するためであった。 

 

3. 文字通り ＋ 適用 ― マタ 2：17～18 

17 そのとき、預言者エレミヤを通して言われた事が成就した。 

18 「ラマで声がする。泣き、そして嘆き叫ぶ声。ラケルがその子らのために泣いている。

ラケルは慰められることを拒んだ。子らがもういないからだ。」 

 

4. 要約 ― マタ 2：23 

23 そして、ナザレという町に行って住んだ。これは預言者たちを通して「この方はナザレ

人と呼ばれる」と言われた事が成就するためであった。 
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Ⅵ. 救済論 

A. 契約神学 

1. 唯一の救いの道 ― キリストの死を信じること 

 

2. 旧約時代の聖徒たちが持っていた知識を、実際よりも多く見積もる。 

 

3. 旧約聖書の意味について、当時の人たちが持っていた知覚力を過大評価する。 

 

4. 漸進的啓示を無視する。 

 

5. 救いに関する事項はすべて同じであるという思い込みがある。 ― それゆえ、旧約時代にお

いても、信仰の対象として意識するのは、常にキリストであった。 

 

6. 新約聖書の知識を旧約聖書に無理に押し込む。 

 

B. ディスペンセーショナリズム 

1. 救いの道が 2 つあるとか、7 つあるとかいうことではない。 

 

2. 人間が自分自身を救えるかどうかを、神が試しているということでもない。 

 

3. 正解 ― 人間は、異なった方法で信仰を表明するように召されている。 

 

4. ディスペンセーショナリズムにおける救い 

a. 救いの土台は、すべてのディスペンセーションにおいて、キリストの死である。 

 

b. 救いの方法は、すべてのディスペンセーションにおいて常に、恵みにより、信仰を通し

てである。 
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c. 信仰の対象は、すべてのディスペンセーションにおいて常に、神である。 

 

d. 信仰の内容だけが、各ディスペンセーションで異なる。 

（1） 最後の項目が、ディスペンセーショナリズムを特徴づけるものである。 

 

（2） 信仰の内容は、啓示の量によって決まってくる。 

 

（3） アダム、ノア、アブラハム、モーセなどへのメッセージは、ピリピの看守に与えら

れたものと同じではあり得ない。 ― 「主イエスを信じなさい。そうすれば、あな

たもあなたの家族も救われます」 

 

（4） 例 

（a） 創 15：6 

6 彼は【主】を信じた。主はそれを彼の義と認められた。 

 

（b） イザ 43：10～12 

10 あなたがたはわたしの証人、──【主】の御告げ──／わたしが選んだ

わたしのしもべである。これは、あなたがたが知って、わたしを信じ、

わたしがその者であることを悟るためだ。わたしより先に造られた神は

なく、わたしより後にもない。 

11 わたし、このわたしが、【主】であって、わたしのほかに救い主はいな

い。 

12 このわたしが、告げ、救い、聞かせたのだ。あなたがたのうちに、異な

る神はなかった。だから、あなたがたはわたしの証人。──【主】の御

告げ──わたしは神だ。 

 

 

Ⅶ. 教会論 

A. 契約神学 ― 教会はアブラハムから始まっている。 

1. これは、アブラハム契約を恵みの契約に結びつけるための主張である。 

 

2. これは、「教会」という言葉を「イスラエル」という言葉と同義とするための主張である。 
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3. 無千年王国説の契約神学 

a. 呪いはユダヤ人に適用される。 

 

b. 祝福は教会に適用される。 

 

4. 千年期前再臨説の契約神学 ― 教会がいつ始まったかに関して意見の相違がある。 

a. Ladd（George Eldon Ladd、フラー神学校教授） ― ペンテコステから 

 

b. Payne ― アブラハムから 

 

B. ディスペンセーショナリズム ― 教会の独自性を認める。 

1. 教会の「奥義としての王国」としての性質 

a. 奥義の意味 

（1） エペ 3：3～5、9 

3 先に簡単に書いたとおり、この奥義は、啓示によって私に知らされたのです。 

4 それを読めば、私がキリストの奥義をどう理解しているかがよくわかるはずで

す。 

5 この奥義は、今は、御霊によって、キリストの聖なる使徒たちと預言者たちに

啓示されていますが、前の時代には、今と同じようには人々に知らされていま

せんでした。 

9 また、万物を創造した神のうちに世々隠されていた奥義の実現が何であるかを、

明らかにするためです。 

 

（2） コロ 1：25～27 

25 私は、あなたがたのために神からゆだねられた務めに従って、教会に仕える者

となりました。神のことばを余すところなく伝えるためです。 

26 これは、多くの世代にわたって隠されていて、いま神の聖徒たちに現された奥

義なのです。 

27 神は聖徒たちに、この奥義が異邦人の間にあってどのように栄光に富んだもの

であるかを、知らせたいと思われたのです。この奥義とは、あなたがたの中に

おられるキリスト、栄光の望みのことです。 

 

b. 奥義としての教会 
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（1） 独自性：ユダヤ人と異邦人が一つのからだに結び合わされることが、奥義である。 

― エペ 3：4～6（1～12） 

4 それを読めば、私がキリストの奥義をどう理解しているかがよくわかるはずで

す。 

5 この奥義は、今は、御霊によって、キリストの聖なる使徒たちと預言者たちに

啓示されていますが、前の時代には、今と同じようには人々に知らされていま

せんでした。 

6 その奥義とは、福音により、キリスト・イエスにあって、異邦人もまた共同の

相続者となり、ともに一つのからだに連なり、ともに約束にあずかる者となる

ということです。 

 

（2） 教会のメンバーの内にキリストが宿るというキリストとの新しい関係も、奥義であ

る。 

（a） コロ 1：25～27 

25 私は、あなたがたのために神からゆだねられた務めに従って、教会に仕

える者となりました。神のことばを余すところなく伝えるためです。 

26 これは、多くの世代にわたって隠されていて、いま神の聖徒たちに現さ

れた奥義なのです。 

27 神は聖徒たちに、この奥義が異邦人の間にあってどのように栄光に富ん

だものであるかを、知らせたいと思われたのです。この奥義とは、あな

たがたの中におられるキリスト、栄光の望みのことです。 

 

（b） コロ 2：10～19 

10 そしてあなたがたは、キリストにあって、満ち満ちているのです。キリ

ストはすべての支配と権威のかしらです。 

11 キリストにあって、あなたがたは人の手によらない割礼を受けました。

肉のからだを脱ぎ捨て、キリストの割礼を受けたのです。 

12 あなたがたは、バプテスマによってキリストとともに葬られ、また、キ

リストを死者の中からよみがえらせた神の力を信じる信仰によって、キ

リストとともによみがえらされたのです。 

13 あなたがたは罪によって、また肉の割礼がなくて死んだ者であったのに、

神は、そのようなあなたがたを、キリストとともに生かしてくださいま

した。それは、私たちのすべての罪を赦し、 

14 いろいろな定めのために私たちに不利な、いや、私たちを責め立ててい

る債務証書を無効にされたからです。神はこの証書を取りのけ、十字架

に釘づけにされました。 
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15 神は、キリストにおいて、すべての支配と権威の武装を解除してさらし

ものとし、彼らを捕虜として凱旋の行列に加えられました。 

16 こういうわけですから、食べ物と飲み物について、あるいは、祭りや新

月や安息日のことについて、だれにもあなたがたを批評させてはなりま

せん。 

17 これらは、次に来るものの影であって、本体はキリストにあるのです。 

18 あなたがたは、ことさらに自己卑下をしようとしたり、御使い礼拝をし

ようとする者に、ほうびをだまし取られてはなりません。彼らは幻を見

たことに安住して、肉の思いによっていたずらに誇り、 

19 かしらに堅く結びつくことをしません。このかしらがもとになり、から

だ全体は、関節と筋によって養われ、結び合わされて、神によって成長

させられるのです。 

 

（c） コロ 3：4、11 

4 私たちのいのちであるキリストが現れると、そのときあなたがたも、キ

リストとともに、栄光のうちに現れます。 

11 そこには、ギリシヤ人とユダヤ人、割礼の有無、未開人、スクテヤ人、

奴隷と自由人というような区別はありません。キリストがすべてであり、

すべてのうちにおられるのです。 

 

（3） 教会はキリストの花嫁であるというのも、奥義である。 ― エペ 5：22～32 

 

（4） 教会の携挙も奥義である。 ― 1 コリ 15：50～58 

 

2. 教会は独自の時間を有する。 

a. マタ 16：18 ― 未来形 

18 ではわたしもあなたに言います。あなたはペテロです。わたしはこの岩の上にわた

しの教会を建てます。ハデスの門もそれには打ち勝てません。 

 

b. 教会が存在するための前提条件 

（1） キリストの死 ― マタ 16：18、21 

18 ではわたしもあなたに言います。あなたはペテロです。わたしはこの岩の上に

わたしの教会を建てます。ハデスの門もそれには打ち勝てません。 

21 その時から、イエス・キリストは、ご自分がエルサレムに行って、長老、祭司

長、律法学者たちから多くの苦しみを受け、殺され、そして三日目によみがえ



Ⅶ. 教会論 

 55 

らなければならないことを弟子たちに示し始められた。 

 

（2） 復活は前提条件であった。 ― エペ 1：20～23 

20 神は、その全能の力をキリストのうちに働かせて、キリストを死者の中からよ

みがえらせ、天上においてご自分の右の座に着かせて、 

21 すべての支配、権威、権力、主権の上に、また、今の世ばかりでなく、次に来

る世においてもとなえられる、すべての名の上に高く置かれました。 

22 また、神は、いっさいのものをキリストの足の下に従わせ、いっさいのものの

上に立つかしらであるキリストを、教会にお与えになりました。 

23 教会はキリストのからだであり、いっさいのものをいっさいのものによって満

たす方の満ちておられるところです。 

 

（3） 昇天も前提条件であった。昇天以降に、教会を生ける存在とするための聖霊の賜物

が与えられた。 ― エペ 4：7～12 

7 しかし、私たちはひとりひとり、キリストの賜物の量りに従って恵みを与えら

れました。 

8 そこで、こう言われています。「高い所に上られたとき、彼は多くの捕虜を引

き連れ、人々に賜物を分け与えられた。」 

9 ──この「上られた」ということばは、彼がまず地の低い所に下られた、とい

うことでなくて何でしょう。 

10 この下られた方自身が、すべてのものを満たすために、もろもろの天よりも高

く上られた方なのです── 

11 こうして、キリストご自身が、ある人を使徒、ある人を預言者、ある人を伝道

者、ある人を牧師また教師として、お立てになったのです。 

12 それは、聖徒たちを整えて奉仕の働きをさせ、キリストのからだを建て上げる

ためであり、 

 

c. 教会は「新しいひとりの人」である。 ― エペ 2：15～16、3：6 

15 ご自分の肉において、敵意を廃棄された方です。敵意とは、さまざまの規定から成

り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身において新し

いひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり、 

16 また、両者を一つのからだとして、十字架によって神と和解させるためなのです。

敵意は十字架によって葬り去られました。 

6 その奥義とは、福音により、キリスト・イエスにあって、異邦人もまた共同の相続

者となり、ともに一つのからだに連なり、ともに約束にあずかる者となるというこ

とです。 
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d. 鍵：信者を教会につなげる聖霊の働き（聖霊のバプテスマ） 

（1） コロ 1：18 ― 教会はキリストのからだである。 

18 また、御子はそのからだである教会のかしらです。御子は初めであり、死者の

中から最初に生まれた方です。こうして、ご自身がすべてのことにおいて、第

一のものとなられたのです。 

 

（2） エペ 2：11～16、3：5～6 ― キリストのからだはユダヤ人と異邦人から成ってい

る。 

11 ですから、思い出してください。あなたがたは、以前は肉において異邦人でし

た。すなわち、肉において人の手による、いわゆる割礼を持つ人々からは、無

割礼の人々と呼ばれる者であって、 

12 そのころのあなたがたは、キリストから離れ、イスラエルの国から除外され、

約束の契約については他国人であり、この世にあって望みもなく、神もない人

たちでした。 

13 しかし、以前は遠く離れていたあなたがたも、今ではキリスト・イエスの中に

あることにより、キリストの血によって近い者とされたのです。 

14 キリストこそ私たちの平和であり、二つのものを一つにし、隔ての壁を打ちこ

わし、 

15 ご自分の肉において、敵意を廃棄された方です。敵意とは、さまざまの規定か

ら成り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身にお

いて新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり、 

16 また、両者を一つのからだとして、十字架によって神と和解させるためなので

す。敵意は十字架によって葬り去られました。 

5 この奥義は、今は、御霊によって、キリストの聖なる使徒たちと預言者たちに

啓示されていますが、前の時代には、今と同じようには人々に知らされていま

せんでした。 

6 その奥義とは、福音により、キリスト・イエスにあって、異邦人もまた共同の

相続者となり、ともに一つのからだに連なり、ともに約束にあずかる者となる

ということです。 

 

（3） 1 コリ 12：13 ― キリストのからだの一員となるのは、聖霊のバプテスマによる。 

13 なぜなら、私たちはみな、ユダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自由人も、一つの

からだとなるように、一つの御霊によってバプテスマを受け、そしてすべての

者が一つの御霊を飲む者とされたからです。 

 

（4） 使 1：5 ― 聖霊のバプテスマは未来のこと。 
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5 ヨハネは水でバプテスマを授けたが、もう間もなく、あなたがたは聖霊のバプ

テスマを受けるからです。」 

 

（5） 使 11：15～16 ― 聖霊のバプテスマは、使 2 章で始まった。 

15 そこで私が話し始めていると、聖霊が、あの最初のとき私たちにお下りになっ

たと同じように、彼らの上にもお下りになったのです。 

16 私はそのとき、主が、『ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あなたがたは、

聖霊によってバプテスマを授けられる』と言われたみことばを思い起こしまし

た。 

 

（6） 結論：教会はペンテコステの時から始まった。 

 

3. 教会はイスラエルとは別の存在である。 

a. 「イスラエル」という言葉と「教会」という言葉は、常に区別して用いられている。 

（1） 「イスラエル」は新約聖書に 73 回出てくる。 

 

（2） その言葉が教会を指す例はひとつもない。 

 

b. 霊的イスラエルとは、常に、イスラエルの中の信仰者たちを指す。 

 

c. この区別は継続している。 

（1） イスラエルの民と異邦人 ― エペ 2：11～16 

11 ですから、思い出してください。あなたがたは、以前は肉において異邦人でし

た。すなわち、肉において人の手による、いわゆる割礼を持つ人々からは、無

割礼の人々と呼ばれる者であって、 

12 そのころのあなたがたは、キリストから離れ、イスラエルの国から除外され、

約束の契約については他国人であり、この世にあって望みもなく、神もない人

たちでした。 

13 しかし、以前は遠く離れていたあなたがたも、今ではキリスト・イエスの中に

あることにより、キリストの血によって近い者とされたのです。 

14 キリストこそ私たちの平和であり、二つのものを一つにし、隔ての壁を打ちこ

わし、 

15 ご自分の肉において、敵意を廃棄された方です。敵意とは、さまざまの規定か

ら成り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身にお

いて新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり、 
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16 また、両者を一つのからだとして、十字架によって神と和解させるためなので

す。敵意は十字架によって葬り去られました。 

 

（2） イスラエルの民と教会 ― 1 コリ 10：32 

32 ユダヤ人にも、ギリシヤ人にも、神の教会にも、つまずきを与えないようにし

なさい。 

 

（3） ユダヤ人信者と異邦人信者 ― ロマ 11：16～24 

16 初物が聖ければ、粉の全部が聖いのです。根が聖ければ、枝も聖いのです。 

17 もしも、枝の中のあるものが折られて、野生種のオリーブであるあなたがその

枝に混じってつがれ、そしてオリーブの根の豊かな養分をともに受けているの

だとしたら、 

18 あなたはその枝に対して誇ってはいけません。誇ったとしても、あなたが根を

ささえているのではなく、根があなたをささえているのです。 

19 枝が折られたのは、私がつぎ合わされるためだ、とあなたは言うでしょう。 

20 そのとおりです。彼らは不信仰によって折られ、あなたは信仰によって立って

います。高ぶらないで、かえって恐れなさい。 

21 もし神が台木の枝を惜しまれなかったとすれば、あなたをも惜しまれないでし

ょう。 

22 見てごらんなさい。神のいつくしみときびしさを。倒れた者の上にあるのは、

きびしさです。あなたの上にあるのは、神のいつくしみです。ただし、あなた

がそのいつくしみの中にとどまっていればであって、そうでなければ、あなた

も切り落とされるのです。 

23 彼らであっても、もし不信仰を続けなければ、つぎ合わされるのです。神は、

彼らを再びつぎ合わすことができるのです。 

24 もしあなたが、野生種であるオリーブの木から切り取られ、もとの性質に反し

て、栽培されたオリーブの木につがれたのであれば、これらの栽培種のものは、

もっとたやすく自分の台木につがれるはずです。 

 

（4） 信仰のあるユダヤ人と不信仰なユダヤ人 

（a） ロマ 9：6 

6 しかし、神のみことばが無効になったわけではありません。なぜなら、

イスラエルから出る者がみな、イスラエルなのではなく、 

 

（b） ガラ 6：15～16 

15 割礼を受けているか受けていないかは、大事なことではありません。大
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事なのは新しい創造です。 

16 どうか、この基準に従って進む人々、すなわち神のイスラエルの上に、

平安とあわれみがありますように。 

 

4. 論争になるテーマ 

a. 「神のイスラエル」（ガラ 6：16） 

（1） 接続詞「カイ」の主要な意味は、「すなわち」ではなく、「そして」である。 

 

（2） 「カイ」という接続詞は、2 つのグループが存在することを示している。 

（a） 彼ら（神の基準に従った進む人々） ― 異邦人信者 

 

（b） 神のイスラエル ― ユダヤ人信者 

 

b. アブラハムの子孫（種） ― 霊的イスラエルを意味するのではない。 

（1） 3 つの使用法 

（a） 肉体的な子孫 ― すべてのユダヤ人とアラブ人 

 

（b） 霊的子孫 

ⅰ. ユダヤ人信者 

ⅱ.  すべての信者 

 

（c） キリスト 

 

（2） 結論 

（a） 「アブラハムの子孫（種）」という言葉は、イスラエルという言葉や、霊的

イスラエルという言葉と同義ではない。 

（b） 同義だということを証明するためには、すべての信者は「ヤコブの子孫（種）

だ」という記述を見つける必要がある。 

 

 

Ⅷ. 終末論：ディスペンセーショナリズムに特徴的な要素 

A. 解釈学 

1. ディスペンセーショナリズム ― 字義通りの解釈 
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2. 契約神学 ― 多かれ少なかれ比喩的解釈を用いる。 

a. 千年期前再臨説の契約神学 ― 部分的に比喩的解釈を用いる。 

 

b. 無千年王国説の契約神学 ― 全面的に比喩的解釈を用いる。 

 

B. 旧約預言の成就 

1. ディスペンセーショナリズム ― 文字通り成就していない預言は、将来成就する。 

 

2. 契約神学 

a. 千年期前再臨説の契約神学 

（1） あるものは教会において成就しており、あるものは御国において成就する。 

 

（2） 千年王国の目的は、旧約預言の預言を成就することではない。 

 

b. 無千年王国説の契約神学 ― すべての預言は、象徴的な意味で、教会において成就して

いる。 

 

C. イスラエルと教会の明確な区別 

1. ディスペンセーショナリズム ― 歴史的にも、預言的にも、両者の区別を保持する。大患難

時代と千年王国においてもこの区別は継続する。 

 

2. 契約神学 ― なんらかの混同が常に起こる。 

a. 千年期前再臨説の契約神学 ― 部分的混同 

 

b. 無千年王国説の契約神学 ― 完全な混同 

 

D. 患難期前携挙説 

1. ディスペンセーショナリズム ― 常に患難期前携挙説である。 
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2. 契約神学 ― 字義通りの解釈ではないので、種々の見解が存在する。 

a. 無千年王国説 ― 大患難時代は存在しない。 

 

b. 千年王国の前に携挙が起こる。 

（1） 患難期後携挙説 

 

（2） 患難期前携挙説 

 

（3） 患難期中間携挙説 

 

（4） 患難期後携挙説 ― 大半がこの説である。 

（a） 古典的患難期後携挙説 ― 患難期が霊的に解釈され、キリスト教の現在の問

題と同一視される。そして、再臨前の預言はすべて成就したとされる（Payne）。 

 

（b） 準・古典的患難期後携挙説 ― 教会はすでに患難期に入っている。過去に教

会が経験してきた苦難は、再臨の前に苦難が襲うという預言の成就である。

しかし、将来成就する預言も、いくつか残っている（Reese）。 

 

（c） 未来的・患難期後携挙説 ― 未来のことである（Ladd）。 

 

E. メシア的王国 

1. ディスペンセーショナリズム 

a. この神学体系の中に組み込まれている。 

 

b. 旧約聖書は、メシア的王国を証明する有用な情報源である。 

 

2. 契約神学 

a. 千年期後再臨説 ― 教会は御国をもたらす。 

 

b. 無千年王国説 ― 御国は存在しない。 

 

c. 患難期前携挙説 

（1） この神学体系の中には組み込まれていない。 
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（2） 議論の全体が、黙 20：4～6 と 1 コリ 15：20～26 にかかっている（Ladd）。 

 

（3） 旧約聖書を、御国に関する有用な情報源とはみなさない。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
無断複製・転載を禁じます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2016 年 4、5 月開催（大阪、東京） 


